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回復すること」 (p.82)が最終の望みであり， 「1964年以後ますますそうなったのだが，
全国的に強制される賃金と価格の統制体系として用いられる場合には，ガイド・ポスト政
策は経済にとって有害である。」 (p,82) 
以上から明らかなように，本書は，所得政策の先進国アメリカで，各界において，ガイ
ド・ボスト政策が不評であることおよびそのそれぞれの理由を明らかにしている。近年発
行された Guidelines,Informal Controls, and the Market Place, ed. by G.P. Shultz 
& R.Z. Aliber, Univ, of Chicago Press, 1966 (金森・丸茂監訳「所得政策論争』，東洋
経済， 1968.9.)を， この問題に関する純理論的な正面切っての論文集とすれば， 本書は
比較的肩のこらない実践的な論集だといえよう。
(29 Sept.'68記）
—保坂直達—-
野口 祐編著『日本の都市銀行』
現在，わが国はいわゆる資本自由化を迎え，同時に産業再編成が急がれ，これに応ずる
「金融再編成」就中，金融機関の大型化への動きが有力になっている。すなわち統一銀行
経理基準による格差行政の推進，あるいは銀行の証券業兼営，異種金融機関の合併など，
いわゆる銀行デパート論にみられるもの，また直接アメリカの銀行と提携する国際化への
志向がそれである。自由主義諸国の企業および金融機関の順位は41年現在で，上位100社
のなかに入るわが国企業は僅か3社に過ぎないのに対して，金融機関は上位100行中20行
が食い込んでおり， さらにまた資金10億ドルを超えるわが国の金融機関は2行あり， ァ
メリカ40行，イギリス 9行，西ドイツ 9行に比しかなり多い。したがってわが国の金融機
関はすでに国際的規模に達しており，これ以上大型化する必要はないとみる向きもある。
こうした情況のもとで，本書はわが国都市銀行を各行別に，その歴史的発展過程，日本経
済および鋸行業界のなかでの位置と役割，政治権力との関連，海外進出，ならびにその資
金の運用，調達状態，収益力，資本蓄積状態などの実態について，多角的に分析されたも
のである。したがって本書の構成は東京銀行を除く12の都市銀行が次のような）I厠芋で検討
されている。
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著者がこの都市銀行の分析に着手したのは，これらの都市銀行が「もっともボビュラー
で，もっとも知られていないもの」の一つであり，かつまた戦後のわが国経済は，このよ
うな都市銀行を基軸に展開したといっても過言ではないほど，重要な役割を演じており，
したがってまた戦後13本の経済成長の過程においても，これら都市銀行の成長，発展がと
りゎけ際立って重要であったからにほかならない。すなわち，すでによく知られているよ
うに，戦後日本の驚異の高度成長は， 一方では超均衡財政から巨額の財政投融資を受け，
他方において不断に膨張しつづける日銀信用に支えられた銀行のオーバー・ローンによっ
て，その産業の高率な設備投資をまかなってきたことに関連している。しかも，この戦後
の日本独特の金融構造は，コール資金市場を媒介として中小金融機関から都市銀行へ資金
を集中し，さらに長期信用銀行と政府金融機関によって都市銀行の大企業に対する融資を
補完し，証券市場また企業の借入金の一部「肩代わり増資」に大衆投資家を動員して，さ
らにその借入れ枠を拡大せしめるなど，究極のところこのような都市銀行を基軸に組み上
げられてきたのである。そのため，日本の都市銀行は，戦後の昭和20年9月末，帝銀（の
ちの三井， 第一）， 安田（現在の富士），三菱，住友，三和，東海，野村（現在の大和），
神戸の8行，預金総額705億円から，それぞれ再建整備，改名改組を経るとともに，特殊
銀行から転換した東銀（旧横浜正金）， 協和（旧日本貯蓄銀行），勧銀，拓銀を加えて13
行，昭和42年9月末には，その間貨幣価値の下落があったとはいえ，預金総額まさに15兆
4,500億円に達するという急成長を遂げてきたのである。このような総合力をもつ都市銀
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行の実態を明らかにするためにものされた書物である。
以下，本書の総論に沿ってその分析視点の概要を紹介しよう。
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従来，日本の都市銀行について書かれたもののうち一般的，概観的な解説書はいくつか
あげられる。しかしながら著者の指摘を侯つまでもなく，その具体的な内容，ことに個々
の銀行についての経営内容にまで立ち入って分析した書物はほとんど見当らない。それだ
けに末知の分野へわれわれを導入せずにはおかないし，また現在ならびに将来の都市銀行
のあるべき姿を把握するうえにも多くの期待を担っているものと思われる。
ところでまず I.はじめに，昨年来，資本自由化対策としてわが国の金融体制を整備す
る金融再編成論議がかわされたことを想起する必要がある。すなわちこの対策として，当
初は政府主導の政策金融を軸に「官民協調」する構造金融の体制づくりが叫ばれていた。と
ころが，国債発行の定着した昨年の後半以降，一般製造業の収益増加，自己金融による設
備投資の再燃から，最気過熱，国際収支の悪化懸念といった理由によって，政府主導は後
退し，民間金融機関の適正な競争による合理化努力を求め，これに外資の積極的利用をか
らみあわせて， 日本産業の国際競争力強化のために長期低利の資金を供給する金融再編成
'の方向がうちだされてきた。そして，このような民間金融機関経営に「同一条件による競
争原理」を導入する具体的措置として統一銀行経理基準の策定も試みられるにいたったの
である。こうした一連の動向は，結局，同質化による過当競争を通じて弱少金融機関の整
理統合ならびに銀行デパート化にあるといわれるが，むしろ，その真のねらいは，日本の
都市銀行の大型化，寡占化をおしすすめ，長期低利の資金供給に耐えうる体質を整えさせ
たうえ，さらに積極的に外資との提携を強化する国際化をうながすものである，という点
を個別銀行の実態分析に先立って現時点における一般的認識として，この面からまず明ら
かにしている。
I 銀行の経営分析方法は， 1.銀行の財務諸表をその貸借対照表と損益計算書で示し，
これを一般企業の貸借対照表と損益計算書で比較しながら，その相違と特質が明らかにさ
れている。すなわち「銀行は他人の資本を動員してこれを預金その他の貨幣形態で預か
り；これを主として事業会社に貸付けることによってその間の利鞘，すなわちその受入利
子と支払利子との差額を銀行利潤というかたちで獲得するものである。この過程が一般製
造企業と異なるのであって，そのため，一定時点の資産，負債およびその自己資本の在高
を示す貸借対照表や一定期間の収益状態をあらわす損益計算書の性格にもさまざまな相違
があらわれてくる。すなわち，製造企業の場合は，貸借対照表の資産の部には実体的な材
料，製商品などの流動資産や土地，建物；設備などの固定資産（の貨幣価値的表現）を含
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むものであるが，銀行の資産はわずかな不動産勘定（店舗，什器）を除き，大部分は利子
生み資本としての擬制資本運動の機能諸形態である現金，預け金，貸付金，割引手形，有価
証券等の流動資産から構成されている。他方，負債の部についてみれば，製造企業の場合
においては流動負債， 固定負債， 資本勘定であるが， 銀行の場合においては預金， 借用
金，コール・マネーおよび株主勘定（資本勘定）で預金勘定が圧倒的比重を占めている」こ
とが明らかにされ，さらに2.銀行の経営分析では，資金の調達とその運用の分析，財務構
成の分析と収益性の分析の三つの比較分析から成ることを示し，とくに資金調達と運用，
収益性の分析に中心がおかれることを説いている。しかし，その経営分析にもっとも必要
な預金，貸出金の平均残高が貸借対照表上に示されず，またもっとも公共性の強いとみら
れる銀行に会計士監査が行なわれず，監査報告書がつかないから，このような経営分析に
一定の限界があることは否定できないが，一応上にあげた三つの面からなされる分析過程
をとりあげ具体的に論述している。
lI 都市銀行の位置づけでは，上にみた経営分析指標を手がかりにして実際の銀行経営
分析を行なう例として，わが国都市銀行の概括的な位置づけを試みるために， 1.日本の都
市銀行の世界的位置， 2.日本経済における都市銀行の位置が浮彫にされ，つづいて3.都市
銀行の資金運用・調達， 4.都市銀行の経常収支， 5.都市銀行の自己資本， 6.都市銀行の利
益留保等が考察される。まず1.日本の都市銀行の世界的位置では，わが国における銀行業
の占める位置の相対的な重要性が明らかにされている反面，預金高のみによる銀行の位置
づけについては疑義があり，本来，通常の企業の売上高に相当するものを求めるならば，
むしろ銀行は貸付金で判定すべきであるが，預金高が銀行の資金量を示すもっとも重要な
指標の一つとして取り扱われている関係上，便宜的にそれでみた場合，日本の銀行は重要
な位置を占め，たとえば世界500大銀行順位表のうち，わが国の銀行が69行もランクされ，
上位100行までに20行が含まれている。なかでもわが国第1位の富士銀行が， 500大銀行の
うち第14位を占め，地方銀行である埼玉銀行も第84位にくいこんでいるところをみても，
わが国の銀行が他の一般製造企業に比し，いかに国際的な規模を誇る巨大企業であるかが
表によって明確に示されている。また2.日本経済における都市銀行の位置では「このよう
なわが国の都市銀行の規模拡大は，日本経済そのものの成長の原動力となり，各産業部門
のいわゆる借金成長，見返り蓄積をおしすすめ，みずからもまた飛躍的に成長してきた結
果にほかならない」として「国内の経済指標をみてみると，昭和35年を基準とした全国銀
行勘定の各項目の増加率は，法人企業の売上高や固定資産の伸びやその他の経済統計指標
を超える成長ぶりを示している。このような全国銀行勘定の増加率は，貸出金増加率が預
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金増加率を上回り，さらに借用金増加率が預貸金増加率を上回っている。このことは，な
りよりもまず，わが国の銀行の預貸率が高く，さらに借用金依存度も高く，その資金の運
用，調達面は必ずしも健全でないこと」を物語り，日本経済での相対的な地位の低下を見
出そうとしている。そこで3.都市銀行の資金運用・調達の状況が検討されるのであるが，
大蔵省は，従来から預貸率の目標率として80彩以内になるよう指導してきたが，実際上は
昭和38年以降平均100彩を超えた年が多かったのである。元来；わが国の預貸率は相対的
に経済の安定していた昭和12~3年頃には60彩前後であったが，当時アメリカ35彩，イギ
リスは50彩強で，その後漸増してきたとはいぇ現在，両国とも60彩にみたず，イタリアも
60形台から70彩台，西ドイツは現在90彩に近く，フランスは100%から110彩以上になって
いる。さらに，総預金に対する貸出金と有価証券の割合をみても， アメリカ 80彩から90
劣，ィギリス70彩台， ドイツ，イタリアは 100彩を値かに超え，預貸率の高いフランスは
有価証券が少なくて'115彩となっているのに， 日本は有価証券が多くて10彩ふえ110彩を
超える状態になっている。もとより国によって銀行の性格も異なるとはいえ， 日本の場
合，明らかに貸出過多であることを指摘し，わが国でのそうしたことになる事情が詳しく
論述されている。このような資金の運用・調達が銀行収益を圧迫するために，銀行経営の
健全化をはかるため， 4.銀行の経常収支が次のように指導されたことを明示している。す
なわち「大蔵省の行政指導は経常収支率を最重点的指標にして展開されたのである。す
なわち，大蔵省は経常収支率の基準率として，戦後はやくも昭和24年上・下期90彩， 25
年上期88彩，下期85彩， 26年上期82彩，下期80彩， 27年上期78彩を指示し，以後，この78
彩を超える場合には銀行局長の承認を要することを通達した。」しかし，このような経常
収支率の改善は，その通常支出のなかの預金利息や借用金利息などはむしろ増加するばか
りであるから，問題は経費，ことにその人件費・物件費などの合理化をはかり，総合的に
資金コストを低下せしめようとする。この意味で，大蔵省の行政指導は， さらに昭和34
年，この通常収入に対する経費の割合の逓減をはかるよう通達し，以後，今日にいたるま
で，この面から銀行経営の合理化をうながしてきたのである。にもかかわらず，その経常
収支率の最近の実態は，地銀の平均では78%の基準率が達せられているものの，最近は増
大傾向にあり，都銀の平均ではいまだに基準率に達していない。これは，いわば政策的に
急速な規模の拡大が現象する場合にはかかる収支率のみをとりあげても，その経営実態を
規制しえないことを物語るものであることが言及され， 5.都市銀行の自己資本， 6:16'市銀
行の利益留保については自己資本通常利益率の他産業との比較および減価償却率の比較，
都市銀行各行の貸倒準備金繰入率等を通じて統一銀行経理基準の真のねらいに副うぺく，
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その内部蓄積が促進されてきたことが詳細に論じられている。ところで以上のような銀行
経営分析方法ならびにそれによる現状認識のうえにたって，銀行の生成•発展過程から生
みだされたタイプが明らかにされている。
w 都市銀行の歴史的特質では， 1.都市銀行の歴史的原型を経営実態を通じて個別的，
具体的に分析し，それらが日本資本主義のなかで占める各コンツェルンの比重のいかんに
比例して，不均等な発展を示していること，さらに上にみたわが国都市銀行の一般的性格
と同時に，，それぞれに特殊な性格をもつことが示されている。こうして各銀行の原型を，
2. 産業資本型コンツェルンの中核銀行，すなわち産業資本を基点にその生成•発展に応じ
て生みだされた銀行として，その代表的な例に住友銀行，三菱銀行をあげ， 3.銀行資本型
コンツェルンの中核銀行には，三井，富士，三和銀行にその例がみられ，とくに「前期的
な利子生み資本を出発点として早くからその銀行業務を確立•整備し，預金の吸収•貸出
を通じてその基礎を固め，商業銀行としての比重が高かった場合が多く，したがって商業
資本を通じての利子取得である限り都市銀行としての成長•発展には限界があり，急速に
産業金融に重点を移行し，軽工業部門の育成・強化を図るようになる。けれども重化学部
門の独占と軽化学部門の利潤格差はきわめて明瞭であり，結局は重化学部門との結合を重
点的に押し進めるような形をとる」ことが強調されている。
V 各行別分析の概要では，各都市銀行の実態を商業銀行か産業銀行のいずれのタイプ
にあるかをはじめとして，その経営方式，資本構成，収益性，政•財界との関係等々，詳
細な論考が試みられ，後に検討される各都市銀行の内面がそれによってより一層把握しや
すいものとなっている。
以上きわめて狭い範囲に限定して本書をみてきたのであるが，結局問題となるのは，著
者の指摘にもあるように「銀行の公表利益と申告所得の乖離，あるいは景気の好・不況に
かかわらず常に安定した高利潤をあげていることに対する比判もあり，また大蔵省の銀行
指導のあり方のうえからも，銀行の経理の仕方に改訂が加えられることになった」点にあ
る。すなわち昭和42年9月の「銀行経理基準の統一に関する銀行局長通達」がそれであ
り，ここに銀行経理においても，真実性の原則，継続性の原則，明瞭性の原則がきびしく
求められることになった。かくして，銀行統一経理基準は真実性などを企図するだけでな
く，収益力を実態に近いかたちで表に出させることにより，各銀行を従来の預金増強とい
う量的競争から収益力競争による質的競争の場に引き出すことをより重要な使命として持
たされている。それは，資本自由化など経済国際化のなかで金融効率化が至上命令となっ
ているのに対応して打ち出されているものであって，今後，銀行間の競争は一層熾烈化す
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ることが論じられている。
最後に本書によって明らかにされた各都市銀行の特色を簡単に示しておこう。
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富士銀行は，わが国で最大の預金，貸出金額を誇る「トップ・バ1/,ク」であり，それは
また同行の「多店主義」的商業銀行の基本的性格によるもので， 「多く集めて多く貸す」
式のマーチャント・スタイルをもつ銀行であることを示しつつ経営の実態が：明らかにさ
れ，住友銀行は現在，都市銀行のなかで第2位を占め，その資本の高成長はまさに著しいも
のがある。これは住友銀行が日本の支配的な独占企業のうちの最も中軸的な独占的金融機
関にほかならないからである。したがって，住友銀行の分析には，このような住友コンツ
エルンの形成，発展，成熟の過程のなかに占める住友銀行の比重と， そこで演ずる役割
が重要な意味をもつことに力点がおかれている。三菱銀行は，三菱系企業集団の中核とし
て，さらにその機関銀行として大きく飛躍し，銀行業界における第3位を占めているこ
と。三和銀行は関西における三つの商業銀行の合併によって設立された銀行であり，その
タイプは富士銀行に類似し，傘下系列企業は商業銀行の基本的性格を反映して中小企業，
繊維関係の比重が高く，重化学部門のウェイトが低い。また資本自由化に対する三和銀行
の地位，海外進出等の諸側面については上位および三井銀行に比し相対的劣位にあるとさ
れている5三井銀行の戦前におけるエリート的地位は，少数精鋭の店舗政策をとらせ，こ
れが第2次大戦後の財閥解体以降，資金調達の脆弱性を生み出す結果となった。しかし商
業銀行としての基本的性格ば他の面においては強い特性としてあらわれている。すなわ
ち，外為部門の強さは他の産業銀行はもちろん富士，三和銀行を凌駕しているといわれて
いる O,東海銀行は上位4行につづく中位のトップに位する銀行であるが，歴史的に東海地
方を基盤として発展してきた地銀的制約と，その融資先企業の要請にこたえてゆく都銀的
発展とのジレンマをもっといわれ，第一銀行は，わが国最初の株式会社組織による近代的
商業銀行として設立された銀行であり，最近の堅実経営から積極経営への転換が結実し，
さらに背景の企業グループの結集強化が資金力拡大に結びつけば，東海，三和銀行をしの
ぐ有力銀行へ成長する可能性があるとみられている。日本勧業銀行は現在，預金残高で都
市銀行中第8位にある。しかし富士，住友，三菱銀行と異って自ら堅固なコンツェルンを
形成するという性格をもたず， その点での劣弱性を含んではいるが， それだけに今後，
政府との関係を強化するという側面が示されている。大和銀行は，野村財閥の遺産をうけ
つぎ発展の基礎としたことがその特徴を形成しているともいえる。信託部門の兼営，産業
との強固な人的結合による独特な系列化などはその一例であり，海外進出への精梱性など
もまた大きな特徴といえる。協和銀行は， 13日本貯蓄飯行の伝統を加プつぎ，多店舗によ
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り大衆の零細資金を集めてこれを大手銀行との協調融資という形で大企業へ供給する役割
を果すところにその特色があり，神戸銀行は北海道拓殖銀行とともに地銀的条件をもつ銀
行であり，金融機関の合併，転換法によって今後，大銀行は集中という手段で規模の拡大
を求める可能性が強く，神戸銀行と大都市銀行との格差の拡大が予想され，北海道拓殖銀
行は都銀の下位にあって，相対的に経済後進性の北海道が営業基盤であるという点からも
まさに金融再編成の焦点としてあらわれてくるであろう，というようなことが示されてい
る。
以上，紙幅の制限と精読不足さらに末熟な理解のために，本書の主題である都市銀行を
個別的，具体的に紹介できなかったが，それぞれに核心に迫った多くの興味ある問題点を
含み，充実した書物であるだけに，それらについては共に他日を期したい。 （青木書店，
昭和43年4月， 316ペー ジ， 680円，続巻昭和43年6月， 268ペー ジ， 680円）
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